
1 
 

【第 4 回】 野洲川地域安全協議会の意⾒・回答とその対応 1/2 
意⾒・回答（第 4 回 野洲川地域安全協議会 議事概要） 対応 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

❶

【対応❶】 

協議会で回答済みとなるため、対応不要 

資料３ 
昨年度の協議会の振り返り 

意見 

回答 

❷

【対応❷】 

事前放流に伴う損失補填については、令和 3年 3月 30 日付け国水環第 157 号の国土交通省 水管理・国土

保全局 河川環境課長 通知「事前放流に伴う損失の補填について」に基づき、水道であれば、事前放流によ

り利水容量が従前と同等に回復しない場合で、取水制限の新たな発生や、その期間の延伸及び取水制限率の

増加に伴い発生する利水事業者の広報等活動費用及び給水車出動等対策費用の増額分について、必要な費用

を負担することとしています。 

  

その際には、関係利水者とも十分協議のうえ、対応いたします。 
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【対応❹】 
・ 洪水浸水想定区域については、想定最大規模降雨（1／1,000 確率規模）を対象としています。 

雨水出水浸水想定区域については、想定最大規模降雨（1／1,000 確率規模）を対象とすると、水防
法第14 条の 2や内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）（令和 3年 7月）の P24 に記載されてお
ります。 
 
 内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）（令和 3年 7月）の P24 より（抜粋） 

【対象降雨の設定】 
 内水浸水想定において設定する降雨は、雨水出水浸水想定区域の検討を行う際には想定最大規
模降雨とする。また、多層的なリスク評価や施設計画のための浸水想定においては、既往最大降雨
や計画降雨などを設定することも考えられる。 
（対象降雨の設定例） 
・想定最大規模降雨 
・対象とする地域の既往最大降雨 
・他地域での大規模な降雨 
・洪水浸水想定区域図の作成に用いた降雨 
・下水道の計画降雨 
・過去に浸水が発生した降雨 

 
○水防法 
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=324AC0000000193 
○内水浸水想定区域図作成マニュアル 
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/pdf/naisui_manual.pdf 
○内水浸水想定区域図の作成・活用等に関する事例集 
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/pdf/naisui_jirei.pdf 
 
 

・ 内水による浸水は外水による浸水と比較して「浸水被害の発生頻度が高い」、「浸水被害までのリード
タイムが短い」という特徴があります。また、河川から離れた地区においても浸水被害が発生する等、
外水と内水では浸水区域が異なることがあります。そのため外水と内水を統一的に考えるだけでな
く、「内水のみの影響」や「内水と外水の影響」など、複数のシナリオで検討すべきと考えます。なお、
河川管理者が対応する河道内のハード対策については整備計画に基づいて実施し、堤内側のハード対
策については市の基準に従い整備を実施することになります。 

 
 
 

 

❸１ 意見 

回答 

➍１

【対応➌】 

協議会で回答済みとなるため、対応不要 


